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1965 年、福井県生まれ。福井県立藤島高校・早稲田大学第一文学部卒業。
1985 年、パリ・ソルボンヌ大学留学。

1988 年、NHK 入局。報道番組のディレクターとしてドキュメンタリーや、
クローズアップ現代などを制作。主な作品に、NHK スペシャル「故郷いのち
の日々　長岡・ビハーラ病棟の１年」、N スペ「失われたとき　サラエボ・戦
火の中の子供たち」、N スペ「家族の肖像」（ボスニア・中東）、N スペ「霞が
関は生まれ変わるか」、N スペ「新シルクロード」（トルファン・西安）など。

2006 年よりプロデューサー。主な担当番組に、「地球特派員」、「未来への
提言」（アルビン・トフラー、レイ・カーツワイル、エイモリー・ロビンス、ジェー
ムズ・ハンセン、リサ・ランドールなどの科学者等にインタビュー）。N スペ「永
田町　権力の興亡」、NHK アーカイブス「シリーズ原子力」、テレビ 60 年特
別番組「テレビのチカラ」、NHK 認知症キャンペーン、「地球アゴラ」（大隈

人類最大の危機である気候変動に直面している現在、分野を問わず、科学者やエンジニアに求められているのは、“ 脱炭
素革命 ” を実現し、サステナブルな発展につながる新しい “ 幸福 ” を生み出すイノベーションだ。なぜ今、“ プラネタリー・
バウンダリー ” や “SDGs” が重要なのか？　複雑に繋がりあい、変化が加速する AI 時代にあって、若き研究者に期待され
ることは何なのか？　

実体情報学第 2 回コロキュームでは、N H K エンタープライズ の堅達京子氏をお招きし、長年、公共放送のディレクター・
プロデューサーとして、世界や日本の様々な現実をルポしてきた経験や、NHK スペシャル制作の舞台裏を交えながら、マ
スメディアの視点から紐解いていただいた。

講堂にて公開収録）、「ぼくらはマンガで強くなった」、「奇跡のレッスン」など。
特に、気候変動問題にライフワークとして取り組む。主な仕事に、NHK 環境キャンペーン「SAVE  THE  

FUTURE」制作統括。環境ポータルサイト「NHK エコチャンネル」初代編集長。「世界を襲う異常気象　迫り来る
気候変動の脅威」「大水害　メガシティを襲う高潮・洪水の脅威」（国際共同制作　早大理工・柴山教授出演）、「教え
て！お天気キャスター　地球温暖化でどうなる異常気象」（国連キャンペーン参加）、「フクシマ再生　9 代目・彌右
衛門の挑戦」、「海洋アドベンチャー　タラ号の大冒険１・２」（国際共同制作）、　N スペ「激変する世界ビジネス“脱
炭素革命”の衝撃」など。

2017 年より、NHK エンタープライズに出向、現職。日本環境ジャーナリストの会会長。Future Earth 日本
委員会オブザーバー。

堅達 京子氏プロフィール

■ 第一部：講演

司会挨拶：

おはようございます。それでは、時間になりましたので

本年度第 2 回のコロキュームということで開催したいと思

います。

本日はお忙しい中を NHK エンタープライズ、エグゼク

ティブ・プロデューサーの堅達京子様においでいただきま

した。タイトルは既にご案内のとおりですが、「メディア

から見た気候変動時代の “ イノベーション ” の重要性」と

いうことでございます。詳しいプロフィールは頂いたもの

をホームページに掲載しております。早稲田大学第一文学

部やパリ・ソルボンヌ大学で学ばれ、1988 年に NHK に入

局されまして、報道番組のディレクターをされました。そ

の後、2006 年からプロデューサーとしてさまざまな番組

を担当されております。特にライフワークとして気候変動

問題に取り組んでおられるということで、現在は、去年か

らですかね、NHK エンタープライズのほうに出向されま

して現職を務められておるとともに、日本環境ジャーナリ

ストの会会長、Future Earth 日本委員会オブザーバーを務

められております。

それでは、本日はよろしくお願いいたします。

堅達：

よろしくお願いいたします。NHK エンタープライズの

堅達と申します。

きょう、珍しく風邪をひいておりまして、セクシーかど

うかは別としてハスキーボイスになっておりますので、お

聞き苦しい点がありましたらお許しください。ちょっと座

らせて、話しをさせていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。

今、ご紹介にあずかりましたように私、福井県に生まれ

まして、早稲田の一文を出まして、事務局の釣谷さんとも

同級生でございましたが、NHK に入って、本当にさまざま

な分野の番組を作ってきました。決して気候変動のことだ

けではなくて、ホスピスでずっと 1 年間、がん患者の方の

看取りを取材したり、ボスニアに行って、防弾チョッキを

着て、装甲車に乗って取材をするとか、パレスチナ、中東

のイスラエル紛争のところへ行ったり、あるいは霞ヶ関に

行って、永田町だの官僚だの、そういう権力の中枢のとこ

ろの行政改革の問題を取材してみたり、時にはシルクロード

というところに行って、トルファンや西安で NHK の紀行番

組を作ったりと、本当にあらゆることを取材してきました。

けれども、あるとき、ちょうど 2006 年にプロデューサー

になった直後、2007 年に IPCC の第 4 次報告書というの

が出たんです。このとき、温暖化の問題について当時の議

長だったラジェンドラ・パチャウリさんという方にインタ

ビューする番組を作って、それがきっかけで、「あれ？　私、

メディアにずっといて、それなりに自分も環境問題が大事

だと思って伝えてきたつもりなのに、なんでこんなに大事

な問題が伝わってないんだろう」ということに愕然としま

した。そのとき以来、10 年以上、数多くの気候変動を伝

える番組をあの手この手で作ってまいりました。

これ、結構地味な話題だと日本では認識されているので、

いろいろ演出上も工夫しないと、なかなか見てもらえない

ので、例えば、パリ協定が結ばれる直前の国連のキャンペー

ンに参加して、井田寛子さんという、当時「ニュースウォッ

チ 9」の気象予報士だった方と一緒に、「2050 年の天気予

報」っていうものを作ってみたり、人気お天気キャスター

のこの 3 人、森田さんとかですね、と一緒にこのゆるキャ

ラまでブッキングして、こういうテイストでやってみたり。

それから、去年と一昨年の海の日には「タラ号の大冒険」

という、フランスの海洋探査船が世界中を、温暖化の海へ

の影響を調べるために調査してるんですが、その問題をア

ドベンチャーというテイストで、いかにもロマンチックで、

楽しく、わくわくする番組にしながら、実は今、地球が危

機に瀕していること、海洋酸性化の問題なども交えて、若

い世代にも見てもらいたいと思って作ったりしました。私

の仕事がテレビの仕事なので、せっかくなのでちょっとそ

の番組の冒頭だけご覧いただければなと思います。

＜映像「タラ号の大冒険２」　冒頭部分放映＞

講演する堅達氏

映像と豊富な資料を交えた講演でした。
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■ このままいったら取り返しがつかないこと
になるという強烈な危機感がある

ありがとうございました。いつもこういう番組を作るた

めにワンカット、ワンカット、この映像がいいとか、ロケ

をこうしたらいいとかいうことに悪戦苦闘しながらやって

るのが本業なんですが。なぜこういう番組をライフワーク

として作りたいというふうに思うようになったかといいま

すと、やはり今の地球の状況というのが非常にクリティカ

ル、もうこのままいったら後戻りできない、取り返しがつ

かないことになるんじゃないかっていう強烈な危機感があ

るからです。

JAXA の「いぶき」の PR ビデオを作ったりもしたんで

すが、既に地球の ppm は 400 を超えて、410 も超えてる

という話になっています。このグラフのとおり、もう人類

は大きな分かれ道に今、いると。このままの排出を続けて

しまえば、一番上にあるような 4℃を超えるような、そう

いう世界になってしまうと。一方で、さっきのサンゴを守っ

て、地球と共生していくようにするためには、この一番下

のグリーンのラインに CO2 の排出量を減らさなきゃいけ

ないと。だけど、見てのとおり、それがいかに大変なこと

なのかっていうのは、想像するだけでも大変な急カーブを

切らなければいけないということになります。

こちらは、私が気候変動の番組の中で取材をしました、

ポツダム気候影響研究所というドイツにある気候変動の研

究所の、ハンス・J・シェルンフーバー博士が制作したティッ

ピングポイントをパリ協定のレンジと合わせて、それを超

えたら恐らくどういうことが起きるかっていうのを示した

図です。4℃超えると、ものすごい大変なことが起きる、「西

南極の氷床まで溶けちゃうよ」とか、「グリーンランドの

氷床が溶けるレンジは意外と近いな」とか、いろんなこと

があるんですが、今見ていただいたサンゴ礁というのは、

もうこの 2℃でさえも駄目っていうか、1.5℃でも多分起

きちゃうというくらい喫緊の課題になっています。

私はもう、正直、学生時代は超文系だったので、きょう、

この理系の素晴らしい頭脳の皆さんの前でお話しするのは

大変緊張するんですけれども、いったん海とか森とか、こ

れまで CO2 を吸収したり、温度（熱）を蓄えてたところが、

慣性の法則もありますから、温まってしまったり、吸収し

ていっぱいになっちゃうと、人間がちょっとやそっとの対

策をとったぐらいでは簡単に元には戻れない。そして、そ

れでさっきの北極の氷とかが溶け始めると黒い表面になる

から、なおまた溶けるとか、メタンガスが噴出してきて、

さらに温暖化が進むといった、いわゆるポジティブフィー

ドバックというのが起きてしまったら、これはもう、人間

の力では止めることができないっていう、そのタイミング

が 2040 年とか 50 年とか遠い先ではなくて、意外とこの

数年の間に迫っているんではないかっていう危機感が、私

をこうした番組をひたすら作るということに向かわせてい

るというところがあります。

そういう予測の、これ、たまたまカリフォルニア大学の

気候学者の Zachary Michael Labe 氏の Twitter がこういう

ビジュアルに分かりやすいものを出してるんですけど、

上の図はベーリング海近辺の氷の溶け方。明らかに例年の、
これも、皆さん、科学者のほうがお得意と思いますけど、
平均から相当ずれている現象がやっぱり 2018 年とかも起
きつつある。かなりのずれです、これ、上のものと、今ま
でのものと比べると。この温度の上昇とかでも、ちょっと
やっぱり、これが自然の揺らぎであってくれたらいいなと
思うんですけれども。実は、ティッピングポイント問題っ
ていうのは、今かなり危険なゾーンに来てるんじゃないか
なって、毎日ドキドキしながら、今年のデータを見てるっ
ていうような状況です。

そのシェルンフーバー博士とは、バチカンで「サイエン
スとサステナビリティ」っていう、ローマ法王が招集した
科学者の会議で・・・、なぜローマ法王が科学者を呼ぶの
かっていうのは、実は彼、南米のアルゼンチン出身の科学
者で、それぐらいの危機感をもっているんですね。亡くなっ
たホーキング博士も来ておられまして、一応、私も「生」ホー
キング博士に会うこともできて、ローマ法王とも握手させ
てもらったりもしたんですけれども。これはスウェーデン
のレジリエンスの研究所の所長のヨハン・ロックストロー
ム博士たちが、シェルンフーバーさんたちとも一緒に提唱
したプラネタリー・バウンダリーっていう概念ですけれど、

本来だったらこの緑色のゾーンの中に地球を入れておかな

ければいけないような、そこの中に入っていてこそ地球が

安定的にいられるっていうものを、既にこの一番下のバイ

オダイバーシティーの分野ですとかそういったところで

は、気候変動もそうですが、明らかにこの地球の限界を超

えるようなことが今、起きている。

このことをわれわれマスメディアは、本当はもっと、もっ

と言っていかなきゃいけないんだけれども、NHK でも本

当に堅い、真面目なものを今、提案しようと思うと、「いや、

それちょっと視聴率が取れない」とか言われることもある

んです。本当は、「地球が壊れてもいいのか？」ぐらいの

話なんですけれども。そういうこともあって、なかなか日

本ではこのことがやっぱり伝わり切っていないっていう現

状があります。

■ 地球というピッチが壊れてしまえば、サッ
カーの試合はできない！

科学者たちは前も言ったとおり 2007 年よりももっと前、

もっと言えば京都議定書のときから警告しています。最近

分かってきたのは、これは物理の法則ですから、CO2 出

しただけ正比例する。CO2 出しただけ気温は上がるって

いうこと。このところむしろ経済人のほうが気付いて、こ

れ、今年のダボス会議のグローバルリスク 2018 っていう

ものなんですが、小さくてわかりにくいですが、彼らもさ

まざまなリスクを分析した結果、一番起こり得る、しかも

インパクトが大きい影響っていうのは、右端が実はエクス



- 実体情報学博士プログラム年報 19 -- 実体情報学博士プログラム年報 18 -

トリーム・ウエザー・イベンツってことで異常気象なんで

すね。既に日本でもいっぱい起きてますけど、これが気候

変動によって加速すれば、地球が本当にとんでもないこと

になってしまうということについて、経済人が今、語り始

めています。

間もなくワールドカップですけど、ポール・ポール
マンっていうユニリーバという大きな会社の CEO、こ
の人は非常に先見的なビジネスマンとして知られてる
んですが、彼が言うのは、要はビジネスっていうのは、
地球というピッチがあって初めて成り立つんだよと。
今、みんなどこそこがやれ M&A をするだの、何とかだ
の言っていますよね。あるいはサッカーに例えて言え
ば、やれ、香川がマシか、本田がマシかとか、ここは
乾に交代させないと、とか言ってるのは、あくまでピッ
チがちゃんと成立していて、試合のルールが普通にで
きる状態にあって初めて試合っていうのができるので
あって、今、ビジネスマンたちが言うには、このまま
異常気象がどんどん増えて、大災害ばっかり起きるよ
うな時代になって、「下手すりゃ東京もニューヨークも
水に沈みます」みたいな時代になれば、ビジネスとい
う試合もできなくなるんだと。だからまず、このピッ
チをちゃんとみんなで守ることをやりましょうよと。
そういうことをみんな言い始めています。

私自身は NHK に入局して 30 年もたっているんです
が、まさに若い皆さんがこれから社会に出て、ビジネ
スの世界、産業界にも入って、その中で直面するのが
気候変動です。実は他人ごとだと思っていても、必ず
気候変動に自分ごととして直面する世代に皆さんがい
らっしゃるので、とにかくこのことをきょうはお伝え
したいなと思ってやってきました。

去年の暮れに NHK スペシャルという番組で作った世
界のビジネス界の大変化を描いた番組がありますので、
これもちょっと冒頭 5 分間ほどだけ見てもらおうと思
います。

変わらなければ、生き残れないってことで、「激変す
る世界ビジネス “ 脱炭素革命 ” の衝撃」っていう番組を
作ったんですけど、とにかくこの番組見て驚いたおじ
さんのビジネスマンがいっぱいいて、おかげさまで大
反響で、Twitter のトレンドワードに「脱炭素」ってい
う言葉が一時期だけ上がったというのがあります。

＜映像「「激変する世界ビジネス “ 脱炭素革命 ” の衝撃」
より＞

私もボンに、COP に行ってきて、本当に世界とのト
レンドの間に差があるなっていうことを痛感しました。
ちなみに皆さんは理工の大学院で研究をしておられま
すが、パリ協定はご存じでしょうか。内容とか。一応、
知っている方は手を挙げてください。中身がはっきり
分かる、意味がはっきり分かるって方は？

― 学生１名が挙手。「その 2℃未満というのは知ってい
ます」―

はい、分かりました。このへんが、実は科学者の分野
でも欧米と日本の違いなんですね。

■ パリ協定を実現するためには、今世紀後半
に CO2 の排出を実質ゼロに！

　日本は乗り遅れている・・・

もう向こうの科学者たちはこれを前提に全部動いてい

る、研究分野が違っても。ビジネスマンもそうです。と

いうのは、さっきも言った、このパリ協定というのはと

にかく 21 世紀の後半、これでいうと早ければ、もっと早

くやんなきゃいけないという意見もありますが、遅くとも

2080 年代の後半には CO2 を実質ゼロにしなきゃいけない。

もう本当、それ以下にしなきゃいけないってことをあらゆ

る英知を結集して、これを生み出せるだけのテクノロジー

やビジネスのシステムを、全員が、今を生きている研究者

と名の付く人から、マスメディアから何からがやらない限

り、こんなの達成できっこないと。それをビジネスルール

として決めたわけなので、向こうは本当にこれを知らな

かったらビジネスの土俵にも上がれないっていうくらいの

共通認識なんですね。カーボンバジェットという言葉も

あって、どれくらいあと炭素を排出できるか、全部データ

で、数字で分かってきちゃってるわけですから。たかだか

あと 20 年か 25 年で排出できる CO2 は全部使い果たしちゃ

うと。「2℃目標」達成のためには、どれくらいかと、いう

ことも全部計算で出てます。

今、アメリカはトランプがあんな感じでワーワー言って

パリ協定から脱退宣言しましたけど、実際にはアメリカの

ビジネスマンたちも「アメリカはまだパリ協定にいる」っ

ていう、そういうムーブメントをつくったりして、がっつ

りやってます。このパリ協定っていうのは 2050 年といっ

た長期の取り組みですから、色々織り込み済みでこれを

やっていかないと、投資ってそんな 4 年で変わったりする

ものじゃないから。

あと、このカリフォルニアのブラウン知事なんかも、カ

リフォルニアは山火事で大変なんです。下手すればハリ

ウッドもシリコンバレーも燃えちゃうよ、みたいなところ

でやってますから、お金に代えられないんで本気でやって

ますと。そういうことを企業は全部気付き始めているので、

RE100 っていうリニューアブル・エナジー・ワンハンド

レッドに加わる世界的な企業が増加しています。Apple も、

Google も、Microsoft もみんな、特にデータ業界は電気使

いますから、全部再エネに変えますって言って、Apple な

んて 90 何パーセントもう達成していて、「再エネ 100 パー

セント」ができてないのは日本だけなので、日本にがっつ

りプレッシャーを掛けてるんですね。

Apple には、ソニーさんとか、リコーさんとかも納品し

てるんだけど、なんであんたのとこのは「再エネ 100 パー

セント」でできないんだって、世界中のサプライヤーが言

われるっていうそんな時代を迎えています。さっきも言っ

たとおり、この再エネの導入率っていうのは、原子力をは

るかに（この横ばいなのは原発で、ブルーの一番伸びてる

ラインは風力と太陽光を合わせたものですけど）あっとい

う間に抜き去ってしまいました。値段もさっきのアブダビ

みたいに安くなってます。中国も本気です。パンダをマス

コットにして、「私は国連と共に世界中に “ パンダ 100 計

画 ” をやります」とか、中国の人が言ってるんですね。し

かも一帯一路いう計画で新たに造る途上国のインフラを全

部中国が脱炭素とか言って獲りにいこうとしています。電

気自動車とかも含めて。

当然、日本はそれに乗り遅れてるし、ドイツは、とっ
くに去年の再エネの割合が 30％とかです。これ、古い
データなんでもう今は 30 超してますが。とにかく世界
との落差がある。何しろ石炭火力をまだまだがっつり
やってて、石炭火力の発電を 8 割ぐらいやってて、さ
らには輸出しますとまで言っちゃう。だから、ブーイ
ングが起きてるんですけど、G7 で日本だけです、こん
なに石炭火力を輸出してるのは。で、化石賞とかもらっ
たんですけど。世界の有力銀行は、みんな石炭投資か
ら脱却しています。一方で原子力に、あれだけの東日
本大震災という大事故があったのにもかかわらず、ま
だ頼ろうとしているし、廃炉っていうビジネス、これ
も本当に一体いつ実現できるのか分からないし、ここ
にあるとおり、汚染のフレコンバッグの山を見ると切
なくなります。私も福井県の出身なので自分の県がこ
んなことにならなきゃいいなと本当に思います。

■ 全ての英知を動員してイノベーション起こ
さなければ、私たちの地球が滅びるし、わ
れわれ自身も生きていけない

そういう、なぜか知らないけれども、世界が動いている

再エネのほうではなく、こういう旧態、19 世紀のテクノ

ロジーとか 20 世紀のテクノロジーに、なんでしがみつい

てるんだと、ボンでは怒られちゃったんですけど、とにか

く日本は今、脱炭素をみんなで世界の共通課題として実現

しなきゃいけないっていう方向には、正直言って、向いて

いません。だけど、さっきも言ったとおり、この分野にこ

そ今はイノベーションとブレークスルーが求められるんで

す。ノーベル賞取るならぜひこの分野で、何とかしてくだ

さいよ（笑）。CO2、もう本当、地中に埋めるのか。でも、

空気中にいくらガスをまいても副作用が大きいし、とにか

く何かブレークスルーがない限り、さっきの急激なカーブ
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を曲がり切れない時代に私たちは生きているので、ここで

こそ本物のイノベーションが必要なのに、何ていうのか、

全身全霊、国中を挙げてこれをやろうって雰囲気になって

ないと思うんですよね。メディアも、多分、科学界も産業

界もまだ。

本当、これがやっぱり今、さっきのクリティカルな状況

なんです。後々、「そんなに大変なんだったら早く言ってよ、

10 年たったころには手遅れだったな。あのときが曲がり

角だったな、曲がっちゃった後にいくら言ってもな」って、

皆さんが後々後悔しないように、やっぱり今、知るってこ

とが一番大事なんじゃないかなと私は思います。私、独身

で結婚もしてないんですけど、もし自分に子どもがいたら、

「お母さんはあのときマスメディアにいたのに、なんでそ

んな大事なことを伝えなかったの？」とか絶対言われるな

と思って、ほそぼそと今、10 年前からやったりしていま

す。気付いた欧米ではもう、すさまじいくらいにイノベー

ション分野がこっちの方面にシフトしています。例えば、

再生可能エネルギーも何で日本で進まないのかっていった

ら、送電網が古いとか、空き容量がないとか、火力と原子

力のために空けて待ってます、なんてことを言ってるんで

すけれども。実は今あるテクノロジーをデジタル化して、

AI とかも使ったり、あるいは気象予報の技術を、予測技

術を使えば十分に安定的に再生可能エネルギーを使うこと

ができるんですね。ヨーロッパでは優先的に送電網に接続

するってことが法律でも決まってるし。今、ヨーロッパで

はトランザクティブ・エナジーって言葉があって、ある種、

ブロックチェーンの技術みたいなものも使いながら、いか

に効率的に電気をやりとりしていくかっていう、こういう

ところのスタートアップ企業みたいなものが競い合いの場

になっているし、ビジネスチャンスにもなっているという

現状があります。

GE、電球を発明したエジソンの会社の後継の会社です

けれども、ゼネラル・エレクトリックなんかも、ブリリア

ント・ファクトリーっていう言葉で、要するに全てのもの

にセンサーを付け、これ、もしかしたら皆さんの研究分野

に近い部分はあるかと思いますけれども、それぞれのもの

から吸い上げたビッグデータを使って、最適化した工場で、

その情報が常に AI も含めフィードバックしながら、最も

効率的で省エネルギーな、効率的な工場を運営できるとい

うようなノウハウを、ノウハウとして生み出してるってい

うことがあるんですね。ここは、皆さん、インダストリー 4.0

や、ソサエティ 5.0 や、AI という言葉は、日本でも実は聞

いてはいると思うんです。でも、私がやっぱり問いたいの

は、これは何のために、誰のために、どこに向かうために 4.0

や 5.0 はあるのかって考えていったときに、正直言って日

本の研究者の頭の片隅の、片隅じゃ駄目なんだけど、大き

な部分にさっき言った脱炭素を、全ての英知を動員してイ

ノベーション起こさなければ、私たちの地球が滅びるし、

われわれ自身も生きていけないっていうような意識みたい

なものがあって、本当に研究しているんだろうかっていう

ところで、私は非常に大きな疑問を持っています。

■ 脱炭素というデスティネーションに向かっ
て飛行機は飛び立った

このどこに向かうためにといったときに、UNFCCC って

いう、気候変動枠組条約のこのパリ協定を結んだときの事

務局長だったクリスティアーナ・フィゲレスさんって方が

いらっしゃるんですけど、この人が COP で私たちもお目

にかかったときに言っていたのは、「もうパリ協定で、脱

炭素っていうデスティネーションに向かって飛行機は飛び

立ったんだと。途中でトランプっていうごたごたがあろう

が、あるいはなかなか思いどおりにうまくいかないことが

あって乱気流に巻き込まれるかもしれないけど、もう目的

地は変わらないんだ」っていうことを強くおっしゃったん

ですね。そこまでの認識がやっぱり日本には欠けてるなっ

ていうことが、私も毎日この問題を取材していて、非常に

強く感じていることです。

なおさら、日本の場合は、やれ工学部は工学部だ、理系

のそういう環境をやってるところは環境をやってるとこ

ろだとか、経済やってるところは経済やってるところだ。

IPCC だってワーキンググループ 1 と、ワーキンググルー

プ 2 と、ワーキンググループ 3。担当省庁が文部科学省と、

環境省と、あと経産省で違ってるなど。これ、もう本当に

縦割りで信じられないほどです、縦割り。その垣根を越え

た研究とか、垣根を越えてやっていこうじゃないかってい

う機運が日本にいるとなかなか生まれにくいんですけれど

も、海外はそんなことないですよね。省庁を再編して、気

候変動省なんてつくっちゃったりしますし、別に研究の分

野が省庁の補助金とか研究資金にひも付けされてたりする

わけではありませんから、そういうようなところでみんな

で英知を出し合うということがしやすくなってます。

とにかく今は、やっぱりこの気候変動関係の問題も三つ、

四つテーマにも入ってますが、この SDGs と呼ばれる、サ

ステナブル・ディベロップメント・ゴールズ。これが人類

共通の、どこへ向かうのかという目標として、数値化も含

めてされています。これは同じ 2015 年のパリ協定と双子

です。だから、そのときから世界は実は変わってる。今、

これは世界の研究者の間でも、日本語になってるか英語に

なってるかの違いはあっても、このアイコン見たら、この

テーマの研究なのね、ここに行こうとしてるのね、ミッショ

ンはこれなのねっていうことがみんな一目で分かるように

なっています。研究も今、すごいこれにひも付いてきてい

るというのが海外の実情です。

私は今、たまたま、フューチャー・アースというプロジェ

クトの、メディア側からの意見を言うオブザーバーという

のになっていて、いろんな学術会議も開かれて、運営委員

会にもオブザーバーとして参加させていただいているんで

すけれども。この、今、共通の地球の課題を解決していく

ためには、国境も超えて、コラボレート、コネクト、ビル

ドって書いてありますけれども、オープンネットワークで

あらゆる分野の研究をトータルソリューション目指して

やっていかなきゃいけないという、ここの一番大事なとこ

ろになってます。でも、残念ながら、フューチャー・アー

スも外国のほうが進んでて、日本はこれもまた全然スピー

ド感がなくて、もっと早く具体的にコラボできればいい

のになと思ってるんですけど、なかなか進んでいかないっ

ていうようなことがあります。気候変動そのものを名付

けた学部っていうのも、ちょっとだけこのフューチャー・

アースを研究するとか、東大農学部の人が ONE EARTH 

GUARDIANS っていうプロジェクトを始めたりとか、少し

ずつは出てきてますけど、まだまだ本当にそれに特化した

学際的な組織というのも少ないのが実情です。

■ 本気で動けば、世界は変わる。全ての英知
の結集を！

こういうのを見てると、本当はここの工房の取り組みと

いうのは、ちょっとずつ違う分野の人が同じフロアでやる

というのは、MIT のメディアラボとかも私も別の番組で取

材したことありますけど、発想がどんどんつながっていっ

て、違うソリューションが出てきたり、デザイン思考がで

きたりするので、きっとこういう時代の問題解決にはすご

くいいんじゃないかなと思ってるんですけれども。そこの

ところがまだまだ何に優先順位をつけていくかっていうと

ころが違ってるなという気は非常にします。イギリスとか

取材してると、すごいんですよね、バックキャストの考え

方が。気候変動でテムズ川の堤防が、確実に海面上昇とか

高潮とか来るから、壊れるから、2100 年までにどうやっ

てメンテして、どこで補修して、どうやっていったらいい

かという計画ができている。2100 年の計画、ちょっと私

たち、思い付かないですよ、日本人の場合は。なかなか本

当にやるべきことを、エンジニアリングの世界でも、きちっ

とロードマップを作って、バックキャスティングするって

いうことが苦手な民族なんですけど、やっぱり石造りのあ

あいう町のグランドデザインをやるような文化の人たち

は、この気候変動の問題っていうのは、今、みんな孫、子

のためにどうしたらいいかってことで、実際の研究や行政

に落とし込んでいっています。それはメディアの責任も大

きいんです。BBC も、一大キャンペーンを 10 年も前にやっ

て、NGO と一緒にこのムーブメントを作った結果、みん

なの中にある知識が日本とはレベルが全然違うところにま

で、もう共通のレベルができてるというのがあります。

一方で、痛い目に遭わないと人間目が覚めない。実は、

ヨーロッパは 2003 年に熱波、エアコンもまだなかった時

代にものすごい熱波が来て、何万人も、3 万人とか 5 万人

の人が死んじゃったっていう事件があって、そういうので

目覚めた。アメリカもハリケーン・カトリーナにやられ
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て、そのときは南部だったからまだちょっと他人ごとだっ

たのが、ハリケーン・サンディっていうのがニューヨーク

を襲った。もうこれは駄目だということにみんな気付いて、

これは 2014 年の 9 月に、私もその場にいたんですけど、

ニューヨークで 40 万人が参加するクライメート・マーチっ

ていうデモがありました。気候変動の問題を自分ごとにし

なかったら駄目だってことを市民が、子どもたちも、若い

人も、乳母車押しながら参加した和気あいあいとしたデモ

だけど、40 万人ってすごいんですよ。お昼ころからスター

トして、とにかくセントラルパークから、5 番街から、ずっ

と 5 時間ぐらい人が通るのを目の当たりにして、人間が本

気出すってこういうことなんだって思いました。

■ コベネフィットして一石二鳥や三鳥になる
ようなアイデアを考えられるのが、テクノ
ロジーの持つ力

日本の政治が変わらないのは、官邸前でデモもしていま

すがまだまだ足りない。本当に足りないんです。これ、本

気で動けば世界は変わるっていうことを、強く私も現場に

いて感じたんです。だから、今こそやっぱり、もうまとめ

にだんだん入ってきますけれども、全ての英知を結集する。

総がかりでイノベーションしなきゃいけない。そのときに

は、トータルのソリューションを考えなきゃいけない。つ

まり、気候変動は大事な問題だけど、これだけが優先事項

じゃないわけですよね。貧困の問題もあれば、それから、

目の前でやっぱりいろんな意味で、少子高齢化で人口減少

していくっていう中で、どうやったら過疎地域を救えるの

かとか。ありとあらゆる、福祉の問題から、人権の問題から、

さまざまな問題があるんだけど、それを 1 個で解決するん

じゃなくて、コベネフィットして一石二鳥とか三鳥になる

ようなアイデアを考えられるのが、実はテクノロジーの持

つ力だったり、さっきの AI を使ったスマートなソリュー

ションじゃないかなということを毎日取材していて思いま

す。

あとは、本当、経済そのものをサーキュラー・エコノ

ミーっていう循環型にしていかないと、さっきのタラ号

じゃないですけど、今、プラスチック汚染の問題、海でも

海洋プラスチックの問題とかもすごいんですけど。とにか

く今あるまんまにやってたら、もう破綻するっていうこと

に気付いて、どうやったらそれを解決するソリューション

にたどり着けるのか、みんながすごく考えなきゃいけない

と。本当は人工光合成とか、CO2 を画期的に使って何と

かができちゃうみたいなのを、ぜひ、皆さんに発明してほ

しいくらいですけど、時間かかるでしょうから、少なくと

も今すぐできることっていうのをやっていかなきゃいけな

いなと思います。

私は、一番最初に言ったとおり、ずっと文系でやってき

て、ソルボンヌに留学してたこともあって、フランスとの

縁があり、今もメインでやってる仕事の一つは日仏の文化

交流で、違う文化と文化が出会ったときにどんな文化が生

まれるのかみたいなことも、今年はジャポニスム 2018 な

んていうのもやってたりするんですけれども。あらゆる、

科学だけじゃない分野を取材してきたからこそ、全てのも

のは複雑だけれどもつながってる、絡み合ってるっていう

ふうに思うんですね。一つの側面だけを切り取ってはでき

ないと。例えば、ボスニアで、装甲車に乗って、鉄条網で

こう、自分の地域と戦争してる地域が当然行き来できない、

入れないっていうことを目で見て、すごい強烈に印象に残

ります。パレスチナでも同じです。

でも、原発事故が起きて、あそこのゾーンのところに行

くと、日本でもそういう鉄条網が張ってあって、入れない

ゾーンとに分かれてる。それ見たときに、「どこかで見たぞ、

この風景」と思って。で、みんな泣くんですね、やっぱり。「自

分のふるさとに帰れない」、同じふるさとなのに、「自分の

ふるさとのサクラが見れない」、「田んぼに田植えができな

い」って言って泣いている日本人のおじいちゃん、おばあ

ちゃん、あるいは自分と同じ世代の人たちを見たときに、

自分は、20 ～ 30 年前にパレスチナ難民の人の気持ちと

か、ボスニア難民の人の気持ちなんて全然分かってなかっ

たな。つまり、「ふるさとに入れなくても、帰れなくても、

生きてはいけるじゃない」なんてどこかで思ってたけど、

人間ってやっぱりふるさとに帰るっていうことを奪われる

というのは、人権にとっても、生きるっていうモチベーショ

ンにとっても、これほどまでに苦しいことなのかっていう

のをあらためて思ったり。じゃあ、その問題を避けるため

には何ができるのかってことを本気で考えるっていうこと

に、すごく過去の経験っていうのがつながっています。

ホスピスのがん患者の人は、やっぱり最後は「自分の生

まれ育ったふるさとで死にたい」って言うんですよ。「お

嫁に行った家でなくて、ふるさとに帰りたい」って言うお

ばあちゃんもいたりするくらい、人間にとって生まれ育っ

た土地で安定して暮らしていくってことがどんなに大切

か。それを地震とか原発事故は天災かもしれませんが、気

候変動もやっぱり海面上昇で住めなくなる難民の人が出た

りしますので、ふるさとを奪うっていうことにつながって

いく……っていうようなことを、あらためて昔ロケに行っ

たルポルタージュの現場での体験から、毎日そういうこと

をふと考えたりもしています。

不思議なことに、しわ寄せがいくのは、必ず一番弱い人

たちなんですね。実はお金持ちは、どうとでもできる。し

わ寄せがいくのは一番弱い人。だから、クライメート・ジャ

スティスって言葉がありますけれども、この問題をやっぱ

り伝える必要がある。で、皆さん、科学の世界っていうの

は 100 パーセント実証されてしまったときには手遅れで

す。だからこそ、地球をそんな実験室にしちゃいけないわ

けで、多分、もし、何ていうかポイント・オブ・ノーリター

ンがあるんだとするならば、それに向かっていこうとする

なら、今、やっぱり手を打たないと本当間に合わないって

いうことで、ぜひとも、この問題に若い皆さんが本気で向

き合ってほしいなと心の底から思っています。

■ 「波頭を見よ」から、「アクセラレーション」
へ。変化は、幾何級数的に加速している。

私、「未来への提言」っていう、世界の有識者にインタ

ビューする番組を作ってたことがあるんですが、アルビン・

トフラーっていう昔、「第三の波」っていうのを書いた未

来学者がいたんですけど。その人の言葉でちょっと忘れら

れないのは、「波頭を見よ」って言うんですね。賢い人は

波頭を見ると。遠くの海で、ボーッと湘南の海でもどこで

もいいですが、なんか、きょうはいい天気だなって、遠く

にある、ちょっとだけ立った白い波が、あの波はいつかこっ

ちへ来るんだって思えた人は変革を起こせると。でも、「何

となく波立ってるな」ぐらいにしか普通の人は思ってない。

でも、その波頭は必ずここへ向かってくるんだってことを

理解できた人はチェンジに参加できると。まさに今、脱炭

素も含め、気候変動の波は来ているんだというふうに思い

ます。

そしてもう一つ、今、考えなきゃいけないのは、同じく

「未来への提言」という番組で、レイ・カーツワイル、今

Google にいますけど、マッド・サイエンティストとも呼

ばれておりますが、やっぱ大したもんで、10 年前から VR

の時代が来るだの何だの、シンギュラリティーとか言って

る人ですけど。最後にいつも必ず、色紙に「未来への提言」

を一言書いてくださいって言うんですけど、このマッドな

方は、一言、「アクセラレーション」＝「加速」って書い

たんですね。これがなんでキーワードなのって私も思っ

たんですけど、10 年たったら分かりました。やっぱり今、

トフラーのときはゆっくりで、波がやって来ると思ってれ

ば、その間に多分、備えたり準備することはできたんだと

思うんですけど、今、変化がとにかく幾何級数的に加速し

てると。これはスピードというものを同時に考えないと、

この変化の波に乗り遅れちゃう。とんでもない時代にわれ

われは生きてるっていう。この点をやっぱり気候変動の問

題をやりつつ、これだけやってるとすごい疲れちゃうから、

やっぱり自分の幸せだったり、生きがいだったり、ハッピー

だったりっていうことを、この目まぐるしい情報の海でお

ぼれないようにしながら、世界の役に立つことをやるって

いうのは、なかなか 24 時間しか人間ないし、体も一つし

かないから疲れちゃうんですけど、でも、やっぱり優先順

位を何に付けるかってことをみんながちょっと理解できれ

ば、すごくいいことができるんじゃないかなと思います。

私、5 月の連休にベトナムに行ってきたんですね。今年

はたまたま入局 30 年なんで、今、働き方改革とかもうる

さいもんですから、休みを取れってことで、休みを取って

行ってきて。私、一応環境には昔から関心があって、金沢

時代に、中国が今みたいに発展することが予見されてて、

当時はそれほどでもなかったけど、ちょうど公害が出始

めてたんですけど、中国の大気汚染物質が偏西風に乗って

やってくると、金沢の兼六園の松も枯れてしまうかもしれ

ないみたいな番組で中国のロケにも行って。そのときに大

阪府立大学の教授の前田泰昭先生とおっしゃるんですが、

その先生と中国へご一緒したんですけど、その先生、ずっ

と途上国への環境支援をライフワークでやっていらして、

ベトナムにも何十年も通ってらして。私は、恥ずかしなが

らベトナムに行ったことがなかったので、ちょうどこの

ゴールデンウイークに、ベトナムの国家大学のハノイ校と
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ホーチミン校に行ってきました。皆さんのような若い学生

さんが、脱炭素だったり、環境についての研究を生き生き

とやっている姿を見て、やっぱりこれから、アジアとも連

携してやっていかなきゃいけないなってすごく思ったのと

同時に、リープフロッグ、蛙飛びっていう言葉があります

けれども、すごかったのは、まだブタだの鳥だのをバイク

に乗っけて走ってる、その傍らで、小汚いちっちゃな雑貨

屋でみんなスマホをいじってる姿を見て、やっぱ世界はそ

ういうところで動いてるんだってことを思って、私たちが

生きている時代に、共に解決策を見いだしていくっていう

ことを考えていかなきゃいけないなっていうことを強く思

いました。

きょう、見ていただいた、さっきの「激変する世界ビジ

ネス “ 脱炭素革命 ” の衝撃」に加えて、他にもっと詳しい、

ドイツのデジタル化した送電網のベンチャーとかの番組と

かも NHK オンデマンドで今も、有料ですけど、観ること

ができますので、よかったら観てみてください。あと、こ

ういったことを週刊エコノミストに寄稿したことがあるの

で、これも「福島後の未来をつくる」というところで、私

の名前で検索してもらうと出てくると思います。この後は

質疑応答にさせていただいて、フランクにお話しができれ

ばなと思っております。ご清聴ありがとうございました。

■ 第二部　Q&A

司会：

ちょっとなかなか言葉は出ないんですけど、非常に大事

な、大事なっていうのは月並みですが・・・。皆さんから

意見、質問ありましたらお願いします。

L4 生 藤井祥万：

自分がこの分野をやってるのもあるんでしょうけれど

も、100% 共感しました。感想と質問がそれぞれ一つずつ

あります。感想が、このプログラムの支援で半年間スウェー

デンで研究する機会がありまして、スウェーデンで研究し

てると、スウェーデンのために研究してるとそのまま地球

のためになってるというのをすごく感じた。ただ、日本に

帰ってくると、日本のために研究してても地球のためにな

らないなっていうのを感じるのがあって、きょうの話を聞

いて、実際、世界は絶対そういうふうな流れになってるん

だなというのを感じました。

あと、質問なんですけれども、報道の平等性といいます

か、「2℃シナリオ」というのがあって、そこに達成する

ために必要な技術の積み上げっていうのが IEA とかが出し

ているわけですけれども、その中には二酸化炭素を地中に

埋める CCS であったりとか、再生可能エネルギー、あと

は原子力であったりとか、そういうところが一定の割合で

入っていて、それぞれに平等に報道っていうのは当てよう

といった流れってあるのかな、例えば、原子力だったら

やっぱ廃炉とかそっちのほうばっかりに焦点が当たってま

すし、再エネだったら、例えば、太陽光とか風力とかしか

当たってないし、一方で CCS とかそういうとこにはほぼ

報道がないようなところで、そうするとその技術の積み上

げのところの割合の平等性みたいなことって議論があった

りするのかなということを聞いてみたいんですけど。

堅達：

まず、そこにまで話さえいってないぐらいにメディアが

お粗末なので、そういうテクニカルなところにまで、正直

言って、なかなかいってないっていう現状はあります。だ

けれども、原子力に関しては、結構以前、事故が起きるま

では、原子力村っていうのはものすごく強くて、今も強い

ですけど、彼らは “ バランス ” にすごくデリケートになっ

てる部分はあるかもしれませんけれども。ターニングポイ

ントは、今、原子力のことをそういうテクニカルベースで

というよりも、マーケットベースで報道することのほうが

多くなってきています。テクニカルには確かにそうですと。

CO2 削減にも一定の効果があると思われますと。でも、マー

ケット、コストでどうか。それをやるための安全面でのコ

ストとか、それから日本の場合は地震国ですから、地震が

起きたときのセキュリティーのコストだったり、あと廃炉

のためのコストだったり、放射性廃棄物をどうこうするコ

スト。コストを考えていくと、これだけ再エネが安くなっ

てる中で、オルタナティブとしてこういう選択肢があった

ら、やっぱり安いほうにいくよねっていうような、メディ

アとしては今、コストっていうものを一つの基準軸にして

話しをしてる気がします。だから、CCS もテクニカルとし

てはあり得ると。もちろん、やったほうが、さっきの全て

のものを統合して成功させるっていう意味では、研究する

こと自体はとてもいいことだし、やってもいいと思うんだ

けど、待ってください、それは、じゃあコスト面ではどう

なんでしょうという、常にそういうところでのバランスを

意識しないで、単にテクニカルなポシビリティーだけをバ

ランスで語ると、逆の意味で正しい本当の現実が伝えられ

ないっていう感じがあるような気がします。

再エネに関しては、太陽光と風力にどうしても集中しが

ちな面がありますけれども、こちらの分野は、よく見ると

地熱だったり、その他のバイオマスだったり、その報道も

増えてはきていると思います。どうしても、テレビって中

学生にも分かるようにとか、あと、何て言ったらいいのか

な、誰に向けて放送してるのかっていうのが枠によっても

違うんですね。主婦層向けに放送してるのもあれば、ビジ

ネスマン向けに放送してるのもあれば、専門家向けに放送

してるような枠もあったりして、それによって伝え方も

ちょっと違ってきてるというのはあると思いますけど、相

対的に量が少ないので。

さっきおっしゃったような、スウェーデンで、研究して

ることがイコール地球のためになるっていう雰囲気が日本

だとなかなかなくて、実は「脱炭素革命の衝撃」って番組

で、ある洋上風力発電の開発に携わる人が、再エネが日本

で普及していかない現実を語って、突然クーッて感じで泣

き始めちゃったんですね。なんで泣いてるかっていうと、

自分も技術者だから分かると。「日本の技術者は石炭火力

の効率を良くするために、あと何パーセント良くするため

にってとこに全力で取り組んでいるんです」みたいなこと

を言って泣き出しちゃって。要は原子力もそうだと思うし、

向かう方向性は国策でやってるわけですから、「そっちで

すよ」っていったら、当然研究者はそのほうが研究資金も

出るし、そっちへ行きますよね、みんな。だけど今、地球

に本当に必要なのはそっちじゃない研究かもしれないんだ

けど、「方向性が違ってるときに、僕ら研究者、技術者だ

けではどうにもならないんです」みたいなことを言って、

他にも色々と悔しさを述べておられたのですが、とにかく

そこはちゃんと見極めないといけないなっていうのは、そ

のときも痛感した次第です。幸い、放送後、そこは、事業

本部に格上げになって、少しは風力発電も進むようになっ

たらしくて、私も多少、メディアの影響力はまだあるんだ

なと思って喜んだ次第ではあります。

他の質問あれば、ぜひ。

L5 生　加藤陽：

すごい面白かったです。なんかテレビ観ないとなって思

いました。

二つ質問があります。一つは、きょうお話しいただいた

内容で、もう一つはちょっとずれたとこなんですけど。一

つは、日本が特に技術の導入だったり、研究者、今も話が

出ましたけど、どういう内容に取り組むかっていうような

シフト自体が他の国に比べてると遅れてるよねっていうと

ころがあると思うんですけど、そこで一番根幹となってる、

どこを一番変えるべきなのかなっていうのは、それこそ自

分たち、今、研究者の卵としてやってる人たちのレベルか

らの意識変えが必要なのか、それとももう少し根幹的に、

それこそもしかしたら報道なのかもしれないですし、その

遅れてるだったり、導入が遅いとかいうところを変える一

番の根幹ってどこかなっていうのを一つお伺いしたいとい

うことと、もう一つはちょっと変わるんですけど、先ほど

ご発表の中で 10 年前ぐらいから法改正で環境に対する意

識が生まれてきたっていう。それを自分から発信するよう

になったって言っていたところで、それを特に、どこでそ

れがきっかけとして生まれたのかっていうところと、それ

を自分たちが、今、それが１0 年後になって気付いている

ところ、多分、ご自身であると思うんですけど、自分たち

が後からあのときって思わないようにするためには、どう

いう意識を持っていればいいのかなっていうところが、も

しご意見があれば教えていただきたい。

堅達：

どこから変えるのかと、本当に手を付けるところがたく

さん本当はあり過ぎて。一番いいのはやっぱり国の政策を

変えるというのが大事なことで、結局、ドイツが今、大き

なエネルギー・ヴェンデっていうエネルギー大転換という

のをやってるっていうのは、メルケル首相がそう言ったか

らです。やっぱり政治の向かう先を決める、方向性ってい
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うのは非常に大事なことなので。本当は日本だって今すぐ

にだってできるんですよ。政治と経済界が、全部一斉にこ

れが大事だって言えばできちゃうぐらいのことなんだけれ

ども。なかなか日本の場合は、石炭火力も原子力もそうで

すけど、既存の既得権益を持っている人たちの力が強いの

で、新しいところのイノベーションに向かい切れない。そ

こへ向かわせるだけの報道というものも、私たちもできて

ないっていうのもあります。これもさっきの縦割りで、記

者クラブ制というのも非常に悪いんですけど。

例えば、聞いたんですけど、大学もそうで、日本の場合

は教授になるためには教授のポストが空かないと次の人

が教授にならないんだけど、その教授っていうのは自分

がやってきたテリトリーの子飼いのかわいい人にさせよう

とするとかになると、気候変動というのは新しくできた分

野だと全然実は枠がなくて、世界では最先端の研究をして

いる人が、「ずっと准教授なんです」みたいな悩みを抱え

ちゃってたりするっていうことが、くだらないように見え

て、あるんです、本当に。やっぱりモチベーションが起き

ない。自分の縦割りのセクト、セクトを守るしかないみた

いなことを永遠に続けている間に、さっきの他の国の軽や

かな総合力に負けちゃうよみたいなことが現実問題として

起きてるので、本当は、早稲田なんて私立なんだから変え

ようと思えばもっと軽やかに何でも変えられる。優先順位

を付けて、本来だったら変えられるはずなんですけど、やっ

ぱりそういう司、司、あるいはメディア、メディアで変え

られるところから本当は変えていくっていうことをしな

きゃいけないのと同時に、やっぱりトップが変える。

正直言って、ビジネス界のほうが気付いちゃったんで、

ビジネス界は CEO とか経営のトップが気付くと早いです。

スピード感があるので。今は意外と経営、ビジネスが変わ

るとあとは玉突きでみんな、お金、金融も変わってきてる

んで、ここに期待したほうがいいかなと。皆さんだって最

後、大学で研究しない限りは、必ず産業界とかビジネスの

世界に行くわけだから。そうすると、トップがこのことを

理解してれば変わる。研究のターゲットも変わるし、生き

残るためのあれが変わるというふうに思います。

2 番目のご質問ですけれども、やっぱり私は IPCC の報

告書。なんでショックだったのか、多分、これね、NHK

にいるようなジャーナリストは、私も含めてかろうじてコ

ミュニケーション程度の英語ができるんだけど、英語の論

文が何百ページもある IPCC の報告書とかを英語で読んだ

りするのは、なかなか苦しくて、鼻血が出るぐらいの感じ

で、ほとんど読めないんですよ。そうすると概要の薄っぺ

らなところしか伝わんないんです。でも、全部そこのディ

テールに本当は真実が隠されてるんだけど。そうすると、

英語の人たちとの間のディバイドってすごいんです。悲

しいほどあります。さっきの IPCC の報告書なんて、じゃ

あお金かけて国の予算で翻訳して出してよって思うじゃ

ないですか。私の場合、気が付く人しか気が付かない情

報、出してないわけじゃないんだけど、自分から取りに行

かないと取りに行けない情報だった気候変動情報が、たま

たま IPCC の議長とのインタビューを通じて自分で気付い

ちゃったから、胸に落ちちゃったので、これでは駄目だっ

て。だから、私は、一応本気で自分で取りに行ったわけで

すね、情報を。そうすると、出るわ、出るわ。こんな大変

なことになってたのって。グリーンランドの氷床が溶ける

リミットは分かってないんだ。分かってないけどプラス

1℃から 4℃の間のどこかにある。どこかにあるってどう

いうこと？　でも、今もう産業革命から 1℃以上上昇して

るの？じゃあ、私たちロシアンルーレットやってる？　み

たいな。勉強すればするほど、そこの怖さ、さっき言った

ティッピングポイントは実は迫ってるんじゃないかってい

う怖さに気付いて、そこから変わったと。

で、10 年たって思うことは、日本人って熱しやすくて、

忘れやすくて、冷めやすくて。2008 年ごろに一度だけ地

球温暖化ブームっていうのがあったんですよ。猫も杓子も

「シロクマがかわいそう」とか、「ツバルが沈んじゃってか

わいそう」とか。私、そのころ「SAVE THE FUTURE」っ

て番組の責任者をやっていたんだけど、外国のセレブは本

気なんですよ、やっぱり。レオナルド・ディカプリオとか、

ブラッド・ピットとか、アル・ゴアもそうだけど、彼らは

本気で自分の私財をなげうって、映画は自分で作ってみん

なにこの問題を PR し続けていたりしています。

でも日本人、洞爺湖サミットがあった 2008 年にはたく

さん報道して、でもまた忘れちゃって、エコ疲れだの、「地

球温暖化の話もなんかデジャビュ感があるな」、「もう飽き

た」とかなんか言っちゃって、すぐ忘れてしまって、その

後マスコミがみんななかなか報道が進まなくなって、残念

なことに震災があったので、ガラッとモードが変わって、

優先順位が変わっちゃったみたいな、そういう日本人の悲

しい、積み上げていけないところは感じています。

司会：

ちょっと一つお聞きしていいですか。きょうのお話、す

ごく大きな話とはちょっとスケールが違うと思うんですけ

ど、高度成長のときに日本でも公害みたいな問題があって、

それは、僕は誤解してるのかもしれないんですけど、割と

うまく克服してきたというふうに考えたときに、それをヒ

ントに今の日本の状況を脱却することはできないんでしょ

うか。多分、ビジネスとして成り立つかどうかっていうの

は一つの要因なのかもしれないんですけど、そのへんはど

うお考えですか。

堅達：

実は、本当は環境先進国って言葉を使ってもいいくらい

の、積み上げたトップランナーとしての実績があったんで

すよ。間違いなく 10 年、15 年ぐらい前までは日本の技術

は世界にも通用していたし、それを例えば、アジアの途上

国に公害克服の、大気汚染にしても、水質の汚濁の問題に

しても、全部見本を示してあげることはできてたはずなん

ですね。ところが、そこにあぐらをかいちゃったっていう

か、つまり、日本の環境技術が今、ナンバーワンだと日本

人は思いたいんだけど、例えば、断熱性能とかそういうエ

ネルギー効率の分野とかでも、ある時期からグーンとヨー

ロッパとか規制を厳しくした国の基準から落ちちゃったん

ですね。

それなのに、俺は昔は何とかで、すごい俺たちの技術は

良かったんだって言ってる気分のままでずっといること

と、今の日本の現状、昨日も自然エネルギー財団のトーマ

ス・コーベリエルさんっていう人とのミーティングがあっ

て、「日本は悲劇的だ」って言うんですね。何でかってい

うと、たった 15 年前はシャープや京セラなどの太陽光パ

ネルの技術にしても世界のトップランナーだったんですよ

と。なのに、そこへ向かう道筋をつけてあげられなくて、

急速に産業として伸ばすことができなくて、全部いいとこ

ろを中国に取られちゃって。風力もそうです。三菱重工と

かもっと伸びていけるはずだったのに、ビジネスとして成

功させられていない。だから、本当はスマートシティーと

かをつくるノウハウだって、どこをどう考えたって、その

克服する仕方は日本人のほうが得意なんですね。だって、

さっきの天気予報に基づいて再生可能エネルギーを調整し

ていくなんて、スペイン人とかのほうが得意だなんてあり

得ないじゃないですか、あの時間にルーズなラテンの国で

（笑）。で、日本人、こんだけ新幹線のダイヤグラムをきち

んと引いて、1 分も間違えずに運行している国が、それな

のに、「いや、できません」とか言ってて、全然そこの分

野を開放しないで、テクノロジーをそこに向けてない。そ

れでスペイン人に「もうできてます、ぴったりの予測でき

ます」とか言われていて、なんだかそういうのばっかりで、

本来、日本人がこの公害克服経験も含めて、本気でそっち

に行けば、今でもグッと行けますよ、それは。得意なんだ

もん、こういうところ、というのがあって。それが、古い

情報でちょっと「天狗」になってた時代に抜かれちゃったっ

ていうのと、規制が邪魔をして、そこの分野での実験がで

きない。そういうのって、電力グリッドがデジタル化して

ないし、例えば、電気自動車を直接系統につなぐっていう

ことで、さまざまなさっきのトランザクティブ・エナジーっ

ていう言葉が生まれてくるんですけれども、その実験って

いうのは、スタートアップみたいな小さいなところで、小

さなエリアから始めてもいいんだけど、規制としてそれが

法律上認めてられてないと実験できないじゃないですか。

日本は電気自動車をグリッドにつないじゃまだ駄目なんで

すよ。せいぜいスマートホームの家で、おうちの中での充

電のやりとりには使ってもいいけど、グリッドにつなぐと、

「系統の安定性が保てない」っていう。でも、保てるんで

すよ、本気でやれば。絶対に今のテクノロジーを使えば。

そのへんが、やっぱりちょっとさっきのスピード感ってい

う点では遅れになってる気がして、もったいないなと思い

ます。

L4 生　野澤直樹：

ちょっと炭素関係から離れちゃうかもしれないんですけ

ど。恐らく、こういう今の現状、が遅れてるっていうのは

日本人特有の問題があるんじゃないかなって思っていて、

さっきのスペイン人は置いておいて、確かに技術的にでき

て、このように NHK さんがたくさん事実を伝えてくれて

いる。そして、その事実とさらにいろいろな助けもあって、

海外の研究者がたくさんやっている。それなのに、日本人

が関心がなくて、その関心が一番ないのは国なのか、それ

とも経団連なのかは分かんないんですけれども、そういう
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人たちも仮に動かすとしたら、日本人として仮に彼らを動

かすとしたら、どういう方向性があるんでしょうか。僕ら

学生からすると、そこの人たちには距離があり過ぎますし、

僕らも自分の周りのことしか分からないので、NHK さん、

メディアさん側からどういう方向性で報道していったら、

どういう話し方でいったら、日本人としてこういう方向に

動かすことができるんじゃないかなって、何かアイデアが

ありましたお聞かせください。

堅達：

こんなことを言っちゃうのは本当に悲しいですけど、一

番強いのは外圧です。はっきり言って。自ら変われないこ

の国、正直、やっぱり外圧がない限り変われないんですよ、

日本人って。さっきの脱炭素ってグローバル・スタンダー

ド、世界のビジネスルールが変わったっていうのは、正直

言って、確実に金融ルールが変わったり、さっきの Apple

の話じゃないですけど、サプライヤーから「変えなかった

らおまえのところとは取引しない」っていうようなことを

言われたりというのがあります。

本当、恥ずかしいんですけど、例えば、プラスチックの

問題一つにしても、今度、東京オリンピックがあるから、

本当だったらオリンピックはプラスチック・フリーのオリ

ンピックにするぐらいのことを日本人から言い出してもい

いんだけど、なかなかそういうことにはなんないので。で

も、海外の巨大 NGO とかメディアから、なんでおまえた

ちはそういうプラスチック・フリーの、あるいは脱炭素の

オリンピックにしないんだって言われて、初めて本気でや

るみたいな。悲しいけど、一つは外圧。でも、こんなこと

は言いたくないですけど。自ら変わる力があるっていうふ

うに信じたいですけど、一つはそういうこと。

もう一つは、私は地方からだと思っています。それは、

逆にいうと、東京にいるとあまりにも巨大で、全てのもの

のつながりというものを 1 人の研究者だったり、市民が感

じることができないんだけれども、地方にいると、やっぱ

り食べること、それからエネルギー、それから今の人口問

題の過疎化の問題だったり、福祉の問題、高齢化でこのま

まだと町がなくなっちゃうっていう、そういう問題も含め

て住んでる人一人一人が我がこと、自分の問題として考え

ることができる。それに気付いた人が、やっぱりこれじゃ

いけないと思って、喧々諤々、なんていうのか、けんか腰

にやるのではない、「おだやかな革命」っていう映画を作っ

た映画監督さんもいますけれども、やっぱり地に足の着い

た行動に出る。そういう人が増えていく。

特に若い人に多いんですよ、やっぱり。今までだって大

量生産、大量消費の文明で、24 時間働けますかみたいな

働き方させられてきて、でも、全然日本の生産効率って良

くないから、これもさっきの話じゃないけど、なんでスペ

イン人でもフランス人でも、長いバカンス取ってる人たち

と、経済成長率が一緒なのかって悔しくなっちゃうんです

よね、本当に。同じメディアでも、向こうのプロデューサー

なんか休みまくってますから。なんでこんな違うんだろ

うって。研究者だって、きっとお医者さんだって同じだと

思いますけど、なんでかなと思うことがいっぱいあるんで

すけど、それに一番気付きやすいのは、実は地方の人だっ

たり、あるいは東京から移住していった地方の若者だった

りが、自ら気付いて立ち上がったときに、私はちょっと革

命が起きるんじゃないかなと思うし、さっきの 40 万人の

デモじゃないけど、やっぱり気付いた人が行動に出るべき

なんですよね。自分はこれではおかしいと思うよって。こ

のエネルギーの在り方ではおかしいよって。

やっぱりその数が圧倒的な数になったときに、外圧じゃ

なくて、自主的なムーブメントとして動いていける日本に

なれるんじゃないかなと思いますけど、まだまだ道のりは

正直遠いとは思います。

野澤：

その前にある問題をいろいろ片付けないと、恐らく、今

の環境の問題が表面化してこないということですよね。結

局、今でいうと、若い人たち、地方の人たちって抱えてる

のって貧困の問題じゃないですか。彼らが今、一番シビア

に感じてるのは貧困の問題だから、それを解決したら、も

しかしたら上がってくるかもしれない。

堅達：

そこが、どっちが先でどっちが後って考えること自体が

やっぱりちょっと間違っていて、この二つは、さっきのコ

ベネフィットじゃないけど、コインの表裏だったり、セッ

トなんだと。実は貧困の問題と環境の問題はつながって

るっていう。だって、エネルギーの自給自足ができる、そ

ういう広い家に暮らせる仕組みを作ってあげればいいわけ

でしょ。空いてる空き家にソーラーパネルを付けてあげて、

貧しい人が住みながら、フードロスをなくして、循環型経

済をつくりつつ、貧しい人は余った食べ物を無料で食べら

れる仕組みを作る、とかしてあげたら、貧困の問題も解決、

一石二鳥。すぐには解決しないかもしれないけど、分けて

考えるんじゃなくて、どうしたら一緒にその問題を解決で

きるかってことを考えられる柔らかい頭を持って、この問

題に取り組むということが必要。これが済んでからこれを

やろうとするのだと多分、絶対解決できない・・・。

野澤：

やっぱり、ある程度、実際直面する人たちじゃなくて、

コントロールする人っていうのは必要なんですよ。

堅達：

何て言ったらいいのかな。ファシリテーターみたいな人

は必要だと・・・。

野澤：

いますよね。ていうことは、やはり事項ごとに問題抱え

てる人、コントロールする人っていうのを・・・。

堅達：

コントロールって言葉は良くないと思うけどね。

野澤：

導く人ですよね。

堅達：

いざなう人っていうか、一緒に考えて、共通のそういう

答えを考えられることにつなげていく。それが実は、意外

と経済の知識だけじゃなくて、サイエンスの知識も必要

だったりして、すごく今、そういうサイエンスコーディネー

ター的な役割を持ってる人が、それこそ求められているっ

ていう時代だと思います。

司会：

多分、今の話が一番すごく大事な話で、いろんなことが

つながっているっていうことがわれわれは分からないし、

どっか 1 カ所にスポットが当たると、そこばっかり目が

いってしまって、そういう意識がやっぱり欠落しているっ

ていうか、そういうふうに向こうとしてないっていうのが

あって。今、言っていただいたようなそういうファシリテー

ターじゃないですけど、そういう役割っていうのがあるの

かなっていうのを本当、きょうは痛感しました。　　　

他に何かありますか。まだちょっと。あと 5 分ぐらい、

ありますが。どうぞ。

工房構成員 小林健人：

なんで日本であまり再生エネルギーが、はやらないかっ

ていうお話では、政治的な要因がメインだというようなお

話だったかと思うんですけど、現実的になぜ日本であまり

太陽光エネルギーとかが、はやらないかということを考え

たときに、素人考えで恐縮なんですけど、やっぱり山岳国

家っていうのが大きいのかなっていうふうに思ってるんで

す。やはり、太陽光に向いた平坦な広い場所を取るってい

うのは、結構日本では難しいんじゃないかなと思いますし、

実際に同じ山岳国家のスイスとかだと、やっぱりメインは

水力発電だったりして、太陽光発電はあくまで新しく建物

を造るときに屋根に太陽光パネルいっぱい設置したりと

か、あるいは湖とかに人工島をつくって、そこでメガソー

ラーやってる。そういう、何とか土地を見つけようという

試みがメインであるというふうに、今は思ってるんですね。

日本に置き換えたときに、やはり水力発電とかだとダム

の数も限られてますし、実際に日本の電力消費を全て再生

エネルギーで本当に賄えるかとか、そういう現実的なとこ

ろで、日本でなぜ再生エネルギーがこれまであまり定着し

ていかなかったのかっていうところで、その調査とかをす

べきところがあるのか。あるいは、NHK でそれを調べて、

発信していって、この問題を解決していこうとか、そうい

う取り組みがあるのかどうかっていうのを、ちょっと今回

疑問に思ったんですけれども。

堅達：

確かに山岳国家ではあるし、設置するためにはそれなり

のそういう平坦な土地、サウジアラビアとか、アブダビと

比べたら全然違うんだけれども、それはでも、それも昨日

自然エネルギー財団の人が言ってたけれども、そういうリ

ソースがないみたいに思い込んでるけど、実はちゃんとし

た調査を、それこそ自然エネルギー財団とかの調査はしっ
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かりありますけれども、日本の太陽光のポテンシャルはド

イツなんかよりずっと上なんです。設置のポテンシャルは。

メガソーラーに向いた適地はそんなにないかもしれないけ

れども、実は住宅部分も含め、あと、やる気になればフラ

ンスなんかでも高速道路を走りながら太陽光を発電するよ

うなテクノロジーがあったり、垂直型に、ビルの壁に全部

太陽光パネルを付けたり、あるいはカリフォルニアなんか

では、今後造る建物に全部ソーラーパネルをマストで義務

付けるとか、規制がすごくなってるところとかも。急速に

安くなった太陽光をどんどんさらに導入するっていうこと

が増えてるんですけど、日本はそれをやれるだけのポテン

シャルは実はある。

さらに言うと、風力のポテンシャルはもっとあって、洋

上、だって風があるだけじゃなくて、島国ですから。今、

世界では、10 年前にようやくよちよち歩きを始めた洋上

風力が、ついにグリッドパリティっていうか、安くなって

きたんですよ、急速に。洋上風力っていう発電の様式をと

れば、日本もまだまだこれからポテンシャルはあるんだけ

ど、何が邪魔してるかというと、日本特有の規制が邪魔し

てて、つまり、漁業権の問題だったり、どこに建てること

ができるとかできないとか、アセスメント一つするのに日

本だと 10 年かかるとか。さっきの太陽光も建てられるん

だけど接続できないんですよ、送電線に。

どっちかというと、そっちの問題のほうが大きくて、空

き容量がないとか、送電線を引っ張ってくるお金はちっ

ちゃな、新たにつけようとしている電力会社さんやって

くださいねって言われて膨大にお金がかかるとか。むしろ

そっちの問題のほうが大きいというのが今の現実で。やっ

ぱり、昨日のスウェーデンの自然エネルギー財団の人の話

ですが、欧米ってすごいのは何か向かっていくところを決

めたら、テクノロジーを変えるだけでは間に合わないから、

今度は行政で風力発電とか太陽光発電の環境アセスメント

をしたり審査をして許可を出す人を養成する。これ、知識

がないとできないんですよ。そういう人を大量に養成した

り。今度は風力発電と太陽光のメンテナンスをするのも特

殊な技術が要るので、そういう人を養成する。専門学校を

つくったりして。すると、雇用の増進にもつながるみたい

な。やっぱり、トータルでソリューション考えるのがうま

いんです。これはいいプログラムができたって、これをま

た途上国に輸出したりするんですね。そういう感じがまだ

日本はできてない。それを、われわれ報道もやっぱり悪い

んだけど、なぜ日本の再生可能エネルギーが進まないの

かっていう特番でも、5 分では語り切れないから 10 時間

ぐらいやればいいんだけど、それもやれてないからいつも

同じ言葉でしか報道されない。何となく、電源の系統が安

定しないからですとか、それこそコストが高いからです、

みたいな 3 分コメントぐらいで言っちゃって、本当の陰に

潜んでる複雑な問題を報道しないんで、みんなもなんか理

解がなんでここまで進まないのか、「キョトン」みたいな

感じで終わっちゃってるというのが現状。本当、メディア

の責任も大きいと思います。

L5 生 岡村尚美：

今、メディアが伝えきれてないっていうところで、先ほ

ども難しい大事な問題はあるんだけど、面白くないと視聴

率が取れないから企画が上がらない。最近、自分もそんな

にテレビ観ないんですけど、NHK は割とまともというか、

「絶対おかしいだろう」、「論点はき違えてるだろ」レベル

の報道ってパッと見ないんですけど、他局って大したこと

のない事件を、「そこじゃないだろ、問題は」っていうこ

とを延々コメントし続けるみたいな。もううんざりしてい

て、そういうのが出回ってるからこそ、国民の考え方もそ

うなっちゃうと思うんですけど、面白さと問題の本質とか

議論のきっかけを伝えていくっていうところの両立は、あ

る意味トレードオフのところあるのかなって。日本人の、

大したことのないことを面白く思ってるのが問題ですけ

ど、NHK の内部の動きとして、面白さも民放に負けない

ぐらいの、他局に負けない面白さを取り入れつつも本質を

伝えていくためにどうするかみたいな戦略をもしお話しい

ただけるところがあればお聞きしたいです。

学生から活発な質問が続きました。

堅達：

耳が痛い。でもテレビを観てる人がどんどん減ってるん

ですよ。そうすると、焦りがあるんですね、経営者の側に

は。このままではテレビ観てもらえない。観てもらえるた

めには、やっぱりちょっと、お料理の仕方を、「今までか

みごたえはあるけど、ちょっと食べるのが難しかった」、「食

わず嫌いのメニューしか出してなかった」って、とにかく

かみやすい、柔らかいメニューにしようみたいな運動が今

は起きてるので、悲しいけどそっち路線の番組が主流に

なってきているんですね。NHK でもそうだから、視聴率

を気にする民放さんは余計そうだし。だけど、おっしゃる

とおり、本当はトレードオフなわけで、もっと難しくても

伝えなきゃいけないことはいっぱいあるし、特に公共放送

は受信料で成り立ってるんだから、視聴率なんか気にしな

いで伝えなきゃいけないことがいっぱいあると思うんだけ

ど…。うちも同僚がいっぱい頑張ってる番組もありますけ

れども、最近のトレンドがそっちに向いてるので。

私なんかも本当のことを言うと、特に若い皆さんにお伝

えするのにテレビがベストなメディアだとはあんまり思え

なくて、正直、SNS とか使ったインフルエンサーとかの人

と組んで、適正な尺の VTR を次々やっていくとか、本当

にかっこよくて、素敵で、毎日でも行きたくなるポータル

サイトを作るとか、そういうことのほうがメリットがある

んじゃないかなと思う時もあります。いずれにせよ、全て

の評価の基準が四半期報告じゃないけど、目先のことで評

価されちゃうので、どうしてもさっき言った「2100 年を

目指して」みたいな話があまり浮かばれない。でも諦めず

にやっていきたいと思ってるところです。

司会：

時間がだいぶ過ぎてしまったので取りあえずここで 1 回

クローズして、もう少し残っていただけるということなん

で、あとはそこでということで、取りあえずここでいった

ん終わりにしたいと思います。どうもありがとうございま

した。

堅達

ありがとうございました。

講演後も、軽食をとりながら和やかな雰囲気の中で、学生からの質
問が続き、堅達氏が丁寧に回答してくださいました。

参考： 

■ NHK オンデマンド
https://www.nhk-ondemand.jp
◉ NHK スペシャル　「激変する世界ビジネス　“脱炭素革命”の衝撃」
◉シリーズ 脱炭素革命

第１回　激変する金融ビジネス　　“石炭”からの投資撤退　
第２回　激変する電力ビジネス　　再生可能エネルギーへのシフト
第３回　激変する世界ビジネス　　グローバル企業の挑戦

■ 週刊エコノミスト　3 月 27 日号　
第 67 回福島後の未来 :「脱炭素革命の衝撃」の全貌　欠落する日本の危機感
https://www.weekly-economist.com/20180327afterfukushima/


